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A HAPPY NEW YEAR

M
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S
A
G
E

２
０
０
６
年
雲
仙
維
新

た
く
ま
し
い
郷
土
の
創
造
を
目
指
し
て
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「キラリと光る雲仙市に」

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。市

民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
、
国
見
町
、
瑞
穂
町
、
吾
妻
町
、
愛

野
町
、
千
々
石
町
、
小
浜
町
、
南
串
山
町
の

七
町
合
併
に
よ
る
市
制
施
行
に
よ
っ
て
雲
仙

市
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
奥
村
愼
太
郎
で

す
。わ

が
雲
仙
市
は
「
豊
か
な
大
地
・
輝
く
海

と

ふ
れ
あ
う
人
々
で
築
く

た
く
ま
し
い

郷
土
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
二
十
一
世
紀
に
対

応
で
き
る
ふ
る
さ
と
の
創
造
を
目
指
し
て
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

雲
仙
市
は
、
有
明
海
と
橘
湾
と
い
う
異

な
っ
た
二
つ
の
海
に
挟
ま
れ
た
、
扇
の
よ
う

に
広
が
っ
た
地
域
で
す
。
そ
し
て
、
扇
の
要

に
は
雲
仙
岳
の
峰
々
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。

本
市
の
シ
ン
ボ
ル
雲
仙
岳
は
、
四
季
折
々
に
す
そ

自
然
の
豊
か
さ
を
見
せ
て
く
れ
、
そ
の
裾
野

に
生
活
す
る
だ
れ
も
が
持
っ
て
い
る
心
の
原

風
景
で
す
。

私
た
ち
の
祖
先
は
、
こ
の
雲
仙
岳
と
時
に

た
い
じ

む
つ

は
対
峙
し
、
時
に
は
睦
み
、
幾
多
の
ま
ち
づ

く
り
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
先

輩
方
々
の
ご
努
力
が
、
こ
の
た
び
の
雲
仙
市

発
足
と
い
う
か
た
ち
で
結
実
し
た
も
の
だ
と

私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

本
市
に
集
っ
た
七
カ
町
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に

育
ん
で
き
た
歴
史
や
文
化
な
ど
の
地
域
特
性

を
活
用
し
な
が
ら
、
一
つ
と
な
っ
た
合
併
効

果
を
存
分
に
生
か
し
、
次
の
世
代
に
夢
の
あ

る
未
来
、
雲
仙
市
を
引
き
継
い
で
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
私
の
約
束
と
し
て
「
雲
仙
市
の
明
日

を
考
え
る
〜
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト

〜
」
を
市
民
の
皆
様
方
に
お
示
し
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
合
併
協
議
で
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
た

「
雲
仙
市
建
設
計
画
」
を
基
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
私
の
強
い
決
意
と
、
愛
す
る
雲
仙
市

の
発
展
を
願
う
思
い
を
取
り
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

ま
ず
、
行
政
の
務
め
は
、「
住
民
の
安
心
・

安
全
を
守
る
こ
と
」「
安
心
し
て
生
活
で
き

る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
」
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、「
情
報
公
開
に
よ
る
ガ

ラ
ス
張
り
市
政
」
と
「
市
民
総
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

世
界
に
誇
る
雲
仙
市
を
目
指
し
て
「
キ
ラ

リ
と
光
る
三
つ
の
雲
仙
」
を
念
頭
に
、
新
し

い
自
治
体
モ
デ
ル
の
確
立
を
図
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
目
の
基
本
理
念
は
、「
安
心
と
安
全
を

与
え
る
新
し
い
自
治
体
運
営
モ
デ
ル
（
雲
仙

モ
デ
ル
）の
確
立
」。
行
政
改
革
の
推
進
で
す
。

そ
の
中
に
は
、
事
務
事
業
の
二
割
削
減
を

行
う
「
行
政
の
効
率
化
」、
十
五
年
間
で
三

百
五
十
人
体
制
へ
と
移
行
さ
せ
て
い
く
「
職

員
の
削
減
」、
公
債
費
の
増
大
を
抑
制
す
る

「
健
全
財
政
の
確
立
」
と
い
う
、
三
つ
の
柱

を
考
え
て
い
ま
す
。

二
つ
目
の
基
本
理
念
は
、「
い
の
ち
輝
く

健
康
づ
く
り
日
本
一
の
雲
仙
の
推
進
」。
少

子
高
齢
化
施
策
、
環
境
問
題
の
取
り
組
み
、

保
健
福
祉
対
策
の
推
進
で
す
。

そ
の
中
に
は
、
生
活
満
足
度
を
ア
ッ
プ
さ

せ
る
た
め
の
「
少
子
高
齢
社
会
に
対
応
し
た

※

モ
デ
ル
事
業
」、
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
な
ど
に

よ
る
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
「
自

然
保
護
エ
コ
・
シ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み
」、

健
康
診
断
受
診
率
十
パ
ー
セ
ン
ト
向
上
を
実

現
す
る
「
自
助
と
共
助
と
公
助
の
ま
ち
づ
く

り
」と
い
う
、
三
つ
の
柱
を
考
え
て
い
ま
す
。

三
つ
目
の
基
本
理
念
は
、「
未
来
を
ひ
ら

く
農
業
日
本
一
の
雲
仙
の
実
現
」。
基
幹
産

業
振
興
の
実
現
で
す
。

そ
の
中
に
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
提
案
型
交
付

金
事
業
の
新
設
な
ど
「
力
強
い
農
林
水
産
業

の
育
成
」、
観
光
消
費
額
四
百
億
円
を
達
成

す
る
た
め
の
「
二
十
一
世
紀
型
観
光
業
へ
の

対
応
」、
旧
七
町
商
店
街
の
客
数
の
維
持
を

目
標
と
し
て
の
「
商
工
業
の
振
興
・
商
店
街

の
維
持
」
と
い
う
、
三
つ
の
柱
を
考
え
て
い

ま
す
。

わ
が
雲
仙
市
に
は
、
意
欲
的
に
農
業
や
漁

業
、
商
業
、
観
光
な
ど
に
取
り
組
む
人
々
が
、

た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
、
み
な
さ
ん

に
も
知
恵
と
汗
を
た
く
さ
ん
出
し
て
い
た
だ

い
て
雲
仙
市
を
考
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
の
政
治
経
験
や
地
方
自

治
に
携
わ
っ
た
経
験
、
培
っ
て
き
た
人
脈
な

ど
、
そ
の
す
べ
て
を
市
政
運
営
に
投
入
し
、

郷
土
「
雲
仙
市
」
の
発
展
に
か
け
る
情
熱
と

行
動
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
、
住
ん
で
楽

し
く
、
訪
ね
て
面
白
い
雲
仙
市
を
目
指

し
、
市
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え

る
よ
う
、
全
力
を
注
い
で
挑
戦

い
た
し
ま
す
。

皆
様
に
は
こ
れ
ま
で
以
上

べ
ん
た
つ

の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願

い
申
し
あ
げ
、
ま
た
、
皆
様

の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

※
缶
・
ビ
ン
な
ど
の
保
証
金
返
還
な
ど
に
よ
る

資
源
回
収
・
公
害
防
止
な
ど
の
方
法
の
一
つ

雲仙市長

●●広広報報ううんんぜぜんん
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「今年は○○な年に」

年 女
Age48

年 男
Age84

年 男
Age12

国見町

坂本 将さん
平成６年１１月３０日生

地元のサッカークラブ国見
ＦＣジュニアに所属する将
さん。将来の夢はもちろん
「サッカー選手」です。

小浜町

栗原 園枝さん
昭和３３年４月２４日生

ＪＡ島原雲仙Ａコープ小浜
店に勤務する園枝さん。笑
顔がとってもステキな食品
担当さんです。

愛野町

岩永 豊さん
大正１１年４月１日生

仲間と行うゲートボールが趣
味だという豊さん。今年は元
気においしい自家製野菜をた
くさん作りたいそうです。

サッカーを
頑張る

年男年女のみなさん７人に今年にかける思いを語ってもらいました

１日１日を
大切に

健康
第一

広報うんぜん●
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戌 年男&

年女に聞く2006
年男・年女

Interview
新春特集

年 女
Age60 年 男

Age72

年 女
Age24

年 男
Age36

千々石町

草野 常行さん
昭和９年５月１日生

今年９２歳のお母さんと奥さ
んの３人暮らしの常行さん。
雲仙市の発展と家族の健康
が一番の願いだそうです。

吾妻町

宮田 孝子さん
昭和２１年７月８日生

お孫さんのかわいい笑顔が
１番の元気のモトだという
孝子さん。家族８人が仲良
く、健康に１年過ごすこと
が願いだそうです。

南串山町

竹下 美恵さん
昭和５７年１０月３０日生

昨年の夏からバドミントン
を始めたという美恵さん。
今年はもっとうまくなれる
ように練習を頑張りたいそ
うです。

瑞穂町

糸山 晃さん
昭和４５年５月２７日生

愛野町で「味処 糸やま」
を営む晃さん。店主おすす
めは、柔らかくてうまい
“豚ヘッドステーキ”だそ
うです。

家庭円満

商売繁盛

バドミントン
を頑張る

家族が健康
に仲良く

●広報うんぜん
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市内厳選�

15湯�

広
〜
い
湯
船
か
ら
足
湯
、
レ
ト
ロ
な
温
泉
や
絶
景
露
天
を
格
安
で
。
市
内
の
湯
は
、
こ
ん
な
に
ス
ゴ
イ
！

日
帰
り
で

楽
し
む

格
安
の

公
共
の
湯

仕事や日々の生活に追われてストレスに押しつぶされそう…

たまには１人でのんびりしたい…

家族サービスしたいけど、旅行に行くには時間もお金もない…

２００６年の始まりを何だか浮かない顔で過ごしていませんか？

そんなあなた必見！

日帰りで楽しめて、しかも格安の市内の湯を

ドド～ンと紹介しちゃいます

広報うんぜん●
平成１８年１月6



遊学の館マップ�

←諫早�

←愛野町�

島原市�
→�雲仙�→

�

島原市�→�

雲仙グリーンロード�

島原鉄道�
国見総合支所�

こうじろまち�

たいらまち�

県立百花台公園�↓�

国見町総合運動公園�
遊学の館�

有明海�

国見町�

有明町�

  多比良港�

有明フェリー�
（熊本県長洲港へ）�

389

251

131

みずほ温泉マップ�

瑞穂総合支所�

島原鉄道�

雲仙グリーンロード�

こべ�

たいしょう�

さいごう�みずほすこやかランド�
みずほ温泉千年の湯�

瑞穂町�

国
見
町�

吾
妻
町�

220

131
251

小浜消防署�

漁協� 文化館�

1

2

3 4

5

6

7

P

P

P

P

小浜総合支所� 斉藤茂吉歌碑�
小浜神社�

県営バスターミナル�
商工会�

小浜温泉観光協会�
（橘湾マリンセンター）�

炭酸泉�
海岸から�
吹き上がる温泉�

落日時計�

ふれあい広場�
小浜マリンパーク�
（野外ステージ）�

小浜マリーナ�

郵便局�

公立新小浜病院�温泉公園�

リフレッシュセンター�
　おばま�

種田山頭火碑�
みんなの�
広場�

小浜町体育館�小浜警察署�

小浜中学校�

上の川湧水�

桜
の
名
所�

と
け
ん
山
公
園�

公民館�

至長崎�

至
雲
仙�

至口之津�

57

57

小浜温泉マップ�

雲仙市営共同浴場�
浜の湯�

足湯�

海上露天風呂�
波の湯茜�

小浜町歴史資料館�
足湯�

市営・国民宿舎望洋荘�

脇浜共同浴場（おたっしゃん湯）�

P

P
P

P

P

P

P

P

P

P

〒�

P

自然遊歩道�
大黒天像�

県営バス�

雲仙旅の麦酒館�

池の原�

仁田峠有料道路�

ミヤマキリシマ群落�

雲仙ゴルフ場�

お糸地獄�

仁田峠�

自
然
遊
歩
道�

普賢岳�

国見岳� 妙
見
岳�

平
成
新
山�

雲
仙
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ�

おしどり池�

雲仙�
メモリアルホール�

雲
仙
ビ
ー
ド
ロ
美
術
館�

島鉄バス�

原生沼�

絹笠山�

白雲の池�
キャンプ場�

原生沼�
かきつばた公園�

満明寺�

至一切経の滝�
宝原つつじ公園・高岩山�

八幡地獄�

清七地獄� 真知子岩�

大叫喚地獄�

温泉神社�

雲
仙
ス
パ
ハ
ウ
ス�

レ
ト
ロ
バ
ス�

警
察
署�

消
防
署�

雲
仙
お
山
の
情
報
館�

雲
仙
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー�

（
雲
仙
観
光
協
会
）　
　
　
　
　
　�

至千々石�

至島原�

至
小
浜�

1

2

3

4

5

6

卍�

57

57

雲仙温泉マップ�

湯の里温泉共同浴場�

足湯�

指湯�

足湯広場�

新湯共同浴場�

小地獄温泉館�

朝
湯
の
ス
ス
メ

朝
の
血
液
は
粘
性
が
な
く
な
り
、
サ
ラ

サ
ラ
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

状
態
で
お
湯
に
つ
か
る
と
、
血
液
の
流

れ
が
活
発
に
な
り
、
体
が
ス
ッ
キ
リ
。

朝
湯
で
一
気
に
活
動
モ
ー
ド
！

入
浴
は
酔
い
が
覚
め
て
か
ら

お
酒
も
お
風
呂
も
血
管
を
広
げ
て
血
液

の
循
環
を
良
く
す
る
の
で
、
本
来
脳
へ

行
く
は
ず
の
血
液
が
皮
膚
表
面
へ
移
動

し
、
貧
血
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
心
拍
数
も
上
が
る
の
で
、
不
整

脈
・
心
臓
発
作
の
危
険
も
。
酔
い
が
覚

め
た
こ
ろ
に
入
浴
し
ま
し
ょ
う
。

食
後
は
ち
ょ
っ
と
休
ん
で
か
ら

食
後
す
ぐ
の
入
浴
は
、
胃
や
腸
に
行
く

は
ず
の
血
液
が
皮
膚
表
面
へ
移
動
し
、

消
化
・
吸
収
の
働
き
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
お
湯
の
圧
力
で
胃
か
ら
腸
へ
行

く
は
ず
の
食
物
の
移
動
も
困
難
に
。
食

後
は
３０
分
か
ら
１
時
間
休
憩
し
ま
し
ょ

う
。

熱
い
お
湯
と
ぬ
る
め
の
湯
の
違
い

熱
い
お
湯
は
交
感
神
経
に
働
き
か
け
、

体
を
活
動
状
態
に
し
ま
す
。
一
方
、
ぬ

る
め
の
お
湯
は
、
副
交
感
神
経
に
作
用

し
て
身
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま
す
。

朝
や
活
動
前
に
は
熱
い
お
湯
に
、
体
が

疲
れ
て
い
る
と
き
は
、
ぬ
る
め
の
お
湯

に
入
る
の
が
オ
ス
ス
メ
。

マップ�湯要チェック

●広報うんぜん
平成１８年１月7



通行途中に利用OK 足・指専用のユニークな露天風呂

みずほ温泉千年の湯（市営） 瑞穂マップ
みずほ温泉

みずほすこやかランド内にある千年の湯。名称には市民の健
ひのき

康・長寿への願いが込められている。檜風呂や岩風呂、露天風
呂や打たせ湯はもちろん、超音波風呂やサウナも完備。いろ
んな湯が楽しめる。

�０９５７（７７）４１２６営 午前１０時～
午後９時※受付は午後８時３０分
まで 休 毎週水曜、正月休み１２／
２９～１／１ 料 大人５００円、中学
生以下２００円※市内の７０歳以上・
障害者の方は２００円（証明できる
物が必要）

共同浴場浜の湯（市営） 小浜マップ１
小浜温泉

小浜温泉街の入り口にある共同浴場。なんと言っても５０円玉
ひとつで温泉に入られるのがうれしい。朝早くから入られるの
で、仕事前にひとっ風呂浴びる人も多いとか。地元の人との触
れ合いの場としても評判が高い。

�０９５７（７４）２１１１営 午前６時～
午後９時 休なし料 市内６歳以
上５０円、市外６歳以上１５０円

遊学の館（市営） 国見マップ
お風呂

国見総合運動公園（遊学の里くにみ）内にある遊学の館には、
ハーブや鉱石のお風呂、備長炭サウナも完備。バラエティ豊富
な湯が楽しめる充実ぶり。広い休憩室と安い宿泊料金も魅力
のひとつ。

�０９５７（７８）３３４４営 午前１０時～
午後９時 休 毎週火曜、正月休
み１２／３０～１／１ 料 大人３００円、
小中学生１５０円

指湯

雲雲仙仙いいわわきき旅旅館館
入入りり口口

足湯

雲雲仙仙地地獄獄そそばば
足足湯湯広広場場

国民宿舎望洋荘（市営） 小浜マップ６
小浜温泉
たちばな

橘湾を望む露天風呂があり、夕方は海に沈む美しい夕日を見
ながら温泉につかることができる。大浴場や打たせ湯、家族風
呂など、いろんな温泉が楽しめてこの値段はうれしい。手ごろ
な値段のお泊まりも魅力。

�０９５７（７４）３１４１営 午前７時３０
分～午後７時３０分 休なし料 大
人５２５円、小中学生２６２円、幼児
１０５円※市内の７０歳以上・障害者
の方は３月末まで１００円、４月から
は２００円（証明できる物が必要）

４

２

３

足湯

湯湯元元ホホテテルル
入入りり口口

８温泉・１お風呂

雲仙マップ

雲仙マップ

雲仙マップ

広報うんぜん●
平成１８年１月8



編集者のつぶやき�
雲仙市内には今回紹介した公共の湯のほか
にも、市外・県外に誇れる温泉・旅館がたくさ
んあります。紙面の都合上すべて紹介できな
いのがとても残念・・・。温泉旅行はぜひ市内
へ！日帰り入浴のほか、おいしい料理付きの旅
館もたくさんありますヨ！！�

指先からポカポカ…

入浴料00タタダダ円がうれしい！足湯・指湯ラインナップ

あかね

海上露天風呂波の湯・茜 小浜マップ３
小浜温泉

防波堤の外に作られた共同浴場で、海との一体感が味わえる
のが魅力。水平線に沈む夕日を見ながらの入浴は文句なしの
絶景。

�０９５７（７４）２６７２営 午前７時～
１０時（正午）・午後１時～８時（９
時）※（ ）は土日祝 休 なし※波
や天候で入浴できない場合あり
料 大人３００円、小学生以下２００円
注 環境保護のため、石けんやシャ
ンプーの利用は不可

新湯共同浴場 雲仙マップ５
雲仙温泉

雲仙地獄のそばにある共同浴場。源泉をろ過して使用してい
るので、肌ざわりがとってもやわらか。地元住民をはじめ、地
獄に行った帰りに気軽に立ち寄る観光客も多い。

�０９５７（７３）３５４５営 午前９時～
午後１１時 休 第２・３・４水曜、
正月休み１／２～４ 料 大人１００
円、小ども５０円

湯の里共同浴場 雲仙マップ１
雲仙温泉

源泉をそのまま利用した雲仙で最も古い共同浴場。温泉街か
ら一歩入った静かな住宅地にある。住民との会話が楽しめる
のも、地元の生活に密着した温泉ならでは。

�０９５７（７３）２５７６営 冬 季（１２月
～２月）は午前８時３０分～午後
１０時３０分 休なし料 大人１００円、
子ども５０円

小地獄温泉館 雲仙マップ６
雲仙温泉

江戸時代中期に開湯した歴史ある温泉。乳白色の温泉は美肌
の湯として人気が高く、地元住民をはじめ観光客も多い。親し
みやすい番台さんも人気の秘密。

�０９５７（７３）３２７３営 午前９時～
午後９時 休なし料 大人４００円、
子ども２００円

脇浜共同浴場 小浜マップ７
小浜温泉

知る人ぞ知る地元の共同浴場で、地元の人からは「おたっしゃ
ん湯」という呼び名で親しまれている。浴場は、戦前に建てら
れたレトロな造りで、温泉ファンにも人気のスポット。

�０９５７（７４）３４０２営 午前６時～
午後９時３０分 休 なし 料 大人
１５０円、小中学生７０円、幼児３０円

足湯

小小浜浜町町
歴歴史史資資料料館館内内

足湯

小小浜浜海海産産
入入りり口口

足湯

春春陽陽館館入入りり口口
５

２

４

※資料館入館者（小学生以上１００円）のみ

小浜マップ

小浜マップ

小浜マップ

●広報うんぜん
平成１８年１月9



「市の花」「市の木」大募集
豊かな自然に恵まれた雲仙市誕生を記念して、市民に親しまれ、市のイメージにふさわしい

「市の花」「市の木」を募集します。

募集期間
１月４日�～３１日�（当日消印有功）

応募方法・条件
●応募資格は問いません。応募は１人各１点
までとします。

●市役所または各総合支所に備え付けの応募
用紙に必要事項を明記のうえ、応募してく
ださい（応募用紙は雲仙市ホームページか
らもダウンロードできます）。
●応募は、郵送やＦＡＸ、電子メールで市役
所企画課または各総合支所管理課へ送付し
ていただくか、窓口へ持参してください。

※指定の応募用紙でなくてもかまいませんが、
「市の花」「市の木」ごとにその名称と選
定理由を記載し、住所・氏名（ふりがな）・
性別・電話番号を明記してください。

募集する「花」「木」の要件
●市民になじみが深いこと
●市民に親しまれていること
●市のイメージにふさわしいこと
●希少価値があり、保護育成が必要であるこ
と
●そのほか、市を象徴するものであること

選定方法
応募の中から選定委員会で決定します。
※決定した花・木を応募した人の中から、抽
選でそれぞれ３人に記念品を贈呈します。

作品発表
４月開催予定の雲仙市誕生記念式典で発表
するとともに、市広報紙やホームページなど
で発表します。

問い合わせ
市役所企画財政部企画課内
「市の花」「市の木」募集担当

（内線２４４７）

応募用紙は、市役所１階受付や各総
合支所管理課にあります。市のホー
ムページからもダウンロードできま
す。

問い合わせ

●市 役 所 �0957（38）3111
●雲仙市図書館 �0957（78）3977

雲仙市「市の花」「市の木」応募用紙
【選定の理由】

【選定の理由】

性別

男・女

‐

【名称】

【名称】

〒 ‐

（ ）

市の花

市の木

住所

ふりがな

氏名

電話番号

広報うんぜん●
平成１８年１月10



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

イイ
ンン
タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト
でで
簡簡
単単
にに
確確
定定
申申
告告
書書
がが
作作
成成
でで
きき
まま
すす

申告書作成の手順

送 付 先

library news library news library news library news library news library news

雲仙市図書館（旧国見町図書館）では、窓口で「利用者登録

（図書カード）」を受け付けています。新刊本や雑誌なども多

くそろえていますので、ぜひご利用ください。

●住 所●

雲仙市国見町土黒甲１０７９－１

●開 館 時 間●

午前１０時～午後６時

●休 館 日●

毎週月曜日（月曜日が祝日のときはその翌日）と月末日

※１月１日～３日は年始休業日のため、休館します

●問い合わせ●

雲仙市図書館

もっと早く、もっと便利に！
国税庁ホームページで確定申告書が
作成できます。ぜひご利用ください。
※１７年分のサービスは、１月下旬か
ら開始される予定です。

メリット
・税務署などで事前に申告書の用紙
を入手する手間が省ける

・税務署などに行かずに確定申告の
手続きができる

国税庁ホームページ

http://www.nta.go.jp
� にアクセス

申告・手続の方法 の
確定申告等情報 をクリック

�
確定申告書等作成コーナーで必要事
項を入力し申告書を作成

�
Ａ４サイズの普通紙で印刷（カラー
でもモノクロでもＯＫ）

�
添付書類とともに税務署へ送付

〒８５５‐８６８６
島原市弁天町１丁目７４０３
島原税務署 あて

●問い合わせ●
・島原税務署 �０９５７（６２）３２８２
・市役所税務課 市民国保税班

（内線２４１８）
・各総合支所 管理課

農振農用地区域からの随時変更（除外申請）が平成１８年２月

末で一時凍結されます。

これは、雲仙市が平成１７年１０月に合併したことに伴い、県の

方針により平成１８年３月審査分までしか受理しないことによる

ものです。

現在、農用地区域内にある農地を宅地などに転用する計画を

お持ちの方は、早めに下記までお問い合わせください。

なお、随時変更の受け付けができるようになるのは、新市の

農業振興地域整備計画を作成し、県の同意を受けた日から１年

後（平成２０年ごろを予定）となります。

●問い合わせ●

・市役所産業企画課 企画調整班（内線２７３２）

・各総合支所産業建設課 産業振興班

農用地区域からの転用をご検討の皆様へ

問い合わせ
●国見総合支所 �0957（78）2111
●瑞穂総合支所 �0957（77）2111
●愛野総合支所 �0957（36）2111
●千々石総合支所 �0957（37）2001
●小浜総合支所 �0957（74）2111
●南串山総合支所 �0957（88）3111

●広報うんぜん
平成１８年１月11



市では、愛のまちふれあい農園（貸し農園）の
入園者を募集します。この農園は家庭菜園向けで、
家族とともに自然とふれあい、土と親しみ、農業
への理解も深めることができる農園として、平成
９年から開設しています。個人・団体・市内外を
問わず入園できますので、この機会にぜひお申し
込みください。健康づくりにもなりますよ！

場 所 雲仙市愛野町乙城ノ尾原
（国道５７号線沿い、看板あり）

１区画面積 １５�
入 園 料 １区画 １，３８５円（１年間）
対 象 者 個人・団体・市内外問わず入園できます
栽培可能な作物 家庭用野菜類などであれば、特

に制限なし
設備内容 水道・簡易水洗トイレ・農具収納ハウス

●申し込み・問い合わせ●
雲仙市愛野総合支所 産業建設課

●支給申請●

受給には申請が必要です。「福祉

医療費受給者申請書」に医療機関で

証明をもらうか、領収書（領収印が

あり、受診日・患者氏名・医療点

数・金額が分かるもの）を添付し、

住所地の総合支所窓口に提出してく

ださい。

※「福祉医療費受給者申請書」は医

療機関ごと・ひと月ごとに１枚必

要です。申請書の１枚は原本とし

て大切に保管し、必要枚数コピー

してお使いください。

※医療機関と薬局と同時にかかった

場合は、それぞれに１枚必要です。

●問い合わせ●

・雲仙市福祉事務所 福祉課市民福

祉班（内線２７）

・各総合支所市民生活課 健康福祉

班

雲
仙
市
家
族
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

重
度
の
在
宅
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
に
対

し
て
、
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者
・
慰
労
金
額

市
内
に
居
住
し

て
い
る
人
で
、
�
か
�
に
該
当
す
る
人

�
介
護
保
険
法
の
要
介
護
認
定
に
お
い
て
、

要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認
定
さ
れ
た
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
在
宅
高
齢
者
な
ど
で
、

認
定
を
受
け
た
日
か
ら
過
去
１
年
間
介
護

保
険
の
サ
ー
ビ
ス
（
年
間
１
週
間
程
度
の

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
を
除
く
）
を
受

け
な
か
っ
た
人
を
、
現
に
在
宅
で
介
護
し

て
い
る
人
…
…
年
額
１０
万
円

�
要
介
護
４
ま
た
は
５
に
相
当
す
る
寝
た
き

り
の
人
を
月
に
約
２５
日
以
上
介
護
し
て
い

る
人
…
…
月
額
６
０
０
０
円
を
３
カ
月
ご

と
に
支
給

※
国
・
県
の
方
針
で
制
度
が
変
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

認
定
申
請

市
役
所
ま
た
は
福
祉
事
務
所
、

各
総
合
支
所
の
福
祉
担
当
窓
口
に
置
い
て
あ

る
申
請
書
な
ど
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
内
容
を
審
査
・
決

定
し
、
通
知
に
て
連
絡
し
ま
す
。

※
申
請
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
速
や

か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
支
給
対
象
者
の

要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
や
申
請
内

容
に
偽
り
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
支
給
を
取

り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

・
雲
仙
市
福
祉
事
務
所

福
祉
課
高
齢
者
福

祉
班
（
内
線
１３
）

・
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

健
康
福
祉
班

・
市
役
所
健
康
福
祉
部

吾
妻
分
室

療
制
度

医祉福

問い合わせ

●市 役 所 �0957（38）3111
●雲仙市福祉事務所 �0957（36）2500

（保健医療に限る）の一部を助成します

広報うんぜん●
平成１８年１月12



●支給金額●

病院１カ所につき、１カ月分の医

療費から下記の自己負担額を差し引

いた金額を助成します。

１カ月の受診日数が１日 ……８００円

１カ月の受診日数が２日以上

…………………………１，６００円

※高額医療費や付加給付など健康保
てん

険から補填がある場合は、それを

差し引いた金額が対象となります。

●福祉医療費の振込日●

月末までに受け付けた申請につい

て、翌月末に指定の口座に振り込み

ます。

ただし、高額療養費該当分および

老人医療適用分については、金額の

確定後（診療月から約３カ月遅れま

す）の支給になります。

●対象者および助成内容●

雲
仙
市
家
族
介
護
用
品
給
付
事
業

在
宅
で
要
介
護
状
態
の
高
齢
者
や
精
神
ま
た
は

身
体
に
障
害
が
あ
り
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る
人

に
、
紙
お
む
つ
や
尿
と
り
パ
ッ
ド
な
ど
の
介
護
用

品
を
給
付
し
ま
す
。

対
象
者
・
給
付
限
度
額

市
内
に
居
住
し
て

い
る
人
で
、
在
宅
で
介
護
を
受
け
、
次
の
①

か
②
に
該
当
す
る
人
（
月
１５
日
以
上
入
院
・

入
所
し
て
い
る
人
は
除
く
）

�
介
護
保
険
法
の
要
介
護
認
定
で
要
介
護
４

ま
た
は
５
に
認
定
さ
れ
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
す
る
人
で
、
寝
た
き
り
の
状
態

に
あ
る
人
…
…
月
額
８
０
０
０
円
以
内

�
要
介
護
４
ま
た
は
５
に
相
当
さ
れ
る
と
認

め
ら
れ
る
人
お
よ
び
精
神
ま
た
は
身
体
障

害
者
手
帳
所
持
者
で
、在
宅
で
寝
た
き
り
の

状
態
に
あ
る
人
…
…
月
額
６
０
０
０
円
以

内
※
国
・
県
の
方
針
で
制
度
が
変
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

給
付
申
請

市
役
所
ま
た
は
福
祉
事
務
所
、

各
総
合
支
所
の
福
祉
担
当
窓
口
に
置
い
て
あ

る
申
請
書
な
ど
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
内
容
を
審
査
・
決

定
し
、
介
護
用
品
給
付
券
を
交
付
し
ま
す
。

※
申
請
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
速
や

か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
支
給
対
象
者
の

要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
や
申
請
内

容
に
偽
り
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
支
給
を
取

り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

利
用
方
法

指
定
事
業
者
（
市
長
が
指
定
し

た
薬
局
・
薬
店
）
で
、
給
付
券
と
引
き
換
え

に
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

・
雲
仙
市
福
祉
事
務
所

福
祉
課
高
齢
者
福

祉
班
・
障
害
福
祉
班
（
内
線
１３
）

・
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

健
康
福
祉
班

・
市
役
所
健
康
福
祉
部

吾
妻
分
室

市内にお住まいの心身障害者・乳幼児・母子家庭における母と子および寡婦などに対し医療費

備 考

・本人および扶養
義務者の所得制
限あり
・毎年１１月に更新
申請が必要

・本人および扶養
義務者の所得制
限あり
・毎年９月に更新
申請が必要

・本人の所得制限
あり
・毎年９月に更新
申請が必要

助 成 内 容

１カ月・１医療機関
ごとに、診療日数１
日の場合は８００円、
診療日数２日以上の
場合は１，６００円を控
除した金額

※調剤薬局について
は、全額助成

上記×２／３

１カ月・１医療機関
ごとに、１日１，２００円
を控除した額

給 付 対 象 者

入院
通院

入院
のみ

小学校就学前まで
（６歳到達年度末まで）

配偶者がなく、満２０歳未満
の子を監護している人

父親がいないまたは両親と
もいない家庭の子どもで、満
１８歳未満の人（高校在学中
の人は満２０歳未満）

身体障害者手帳（１級、２級）
を所持する人

療育手帳（Ａ１、Ａ２）を所持
する人

身体障害者手帳（３級）（老人
保健法適用者を除く）を所持す
る人

療育手帳（Ｂ１）（老人保健法
適用者を除く）を所持する人

配偶者のいない女子であって、
かつて配偶者のいない女子とし
て児童を扶養していたことのあ
る６０歳以上７０歳未満の女性で扶
養義務者と生計を同一にしてい
ない人

母

子

乳
幼
児

母

子

家

庭

障

害

者

寡

婦

問い合わせ
●国見総合支所 �0957（78）2111
●瑞穂総合支所 �0957（77）2111
●愛野総合支所 �0957（36）2111
●千々石総合支所 �0957（37）2001
●小浜総合支所 �0957（74）2111
●南串山総合支所 �0957（88）3111

※平成１７年１０月の制度改正で、乳幼児の通院分が「３歳まで」から「小学校就学前まで」に延
長されました。３歳以上の幼児は１０月１日以降の診療分から対象となります。３歳到達月以
降から平成１７年９月分までの通院分は対象となりません。

●広報うんぜん
平成１８年１月13



市が発注する建設工事や測量、建設コンサルタン
ト業務などの一般（指名）競争入札に参加を希望す
る人は、申請書を次の要領で提出してください。

参加資格 次のすべてを満たす人
�地方自治法施行令第１６７条の第４第１項および第
２項の規定に該当しないこと

�県税および地方税の未納がないこと
�消費税及び地方消費税の未納がないこと
�建設業法第３条の許可を受けていること（建設工
事の場合のみ）

�建設業法第２７条の２３第１項に基づく経営事項の審
査を受けていること（建設工事の場合のみ）

提出方法 左記の提出書類を添付し、「雲仙市長
奥村愼太郎」あての申請書とともに市役
所企画財政部 管財課まで提出ください。
（土・日・祝日の受付はできません）

提出時の注意点
●左記の提出書類を番号順にＡ４フラットファイル
につづり、背表紙に申請者名を明記してください。

●受付確認の郵送を希望する場合は、返信用封筒ま
たはハガキ（切手貼付）を添付してください。

●申請書および添付書類に不備があった場合は、入
札参加資格に認定されません。提出書類は、チェッ
クリストで十分確認ください。また、チェックリ
ストは申請書の１ページ目にとじて提出してくだ
さい。
※チェックリストは、市役所管財課に置いてある
ほか、市のホームページからもダウンロードで
きます。

●申請書の記載事項に変更があった場合は、変更届
が必要です。変更事項によって、添付書類が必要
になりますのでご注意ください。

提出期限 １月３１日�
（郵送の場合は１月３１日当日消印有効）
申請書の有効期間 平成１８年４月１日～平成２０年３
月３１日（平成１８・１９年度）
●申請書提出時に添付された経営事項審査結果通知
書については、平成１８年度有効とし、１９年度につ
いては、審査基準日が最新のものと納税証明書を
平成１９年１月中に提出してください。
●有効期間中、建設業法第３条に定める営業所の許
可を受けることとなったものについては、随時受
け付けます。

募集人員 若干名

資 格 次のすべてを満たす人

●昭和４７年４月２日～５９年４月１日に

生まれた人

●学芸員の資格を持っている人または

取得予定の人

●普通自動車免許一種を持っていて、

通勤可能な人

勤務時間 午前８時３０分～午後５時１５分

勤 務 地 雲仙市教育委員会（千々石町）

雇用期間 平成１８年４月１日～

１９年３月３１日

申込締切 １月３１日�

試 験 日 ２月１９日�（予定）

試験内容 作文・面接

〈申し込み・問い合わせ〉

雲仙市教育委員会生涯学習課

文化財班（内線５７）

埋
蔵
文
化
財
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

平
成
１８
・
１９
年
度
の
入
札
参
加
資
格
申
請
書
を
受
け
付
け
ま
す

問い合わせ
●国見総合支所 �0957（78）2111
●瑞穂総合支所 �0957（77）2111
●愛野総合支所 �0957（36）2111
●千々石総合支所 �0957（37）2001
●小浜総合支所 �0957（74）2111
●南串山総合支所 �0957（88）3111

広報うんぜん●
平成１８年１月14



体育館の管理事務や各種教室の企画・実
技指導をする体育館指導員とトレーニング
室での指導などをするトレーニング室指導
員を募集します。
募集人員 体育館指導員１人、トレーニン
グ室指導員若干名
資 格 次のすべてを満たす人
●市内在住者または市在住予定の人で、心
身ともに健康で明朗活発な人

●２０歳以上５５歳以下の人（１月１日現在）
●パソコン処理（ワード・エクセルなどの
操作）ができる人
※スポーツ施設の指導員歴がある人、お
よび指導員などの資格取得者優先

勤務時間 午前８時３０分～午後１０時のうち、
●体育館指導員は１日６時間の週３０時間
●トレーニング室指導員は１日４時間
報 酬

●体育指導員は月額１２５，０００円
●トレーニング室指導員は時間給６３０円
雇用期間 １７年度中は、採用後１８年３月３１
日までとなります。ただし、１８年４月１日
以降（１８年度）の１年間についても継続可
能ですが、委託と雇用条件が異なることが
あります。
申込締切 １月３１日�
申込方法 市販の履歴書に写真（撮影後１
年以内）を貼付し、雲仙市教育委員会スポー
ツ振興課 スポーツ振興班または各総合支
所教育委員会分室へ提出してください。
〈申し込み・問い合わせ〉

雲仙市教育委員会スポーツ振興課 スポー
ツ振興班（内線２２）

〈提出・問い合わせ〉
市役所管財課 契約管財班（内線２４３２）

提出書類 中央公共工事契約制度運用連絡協議会統一様
式で作成してください

工事関係
�一般競争（指名競争）参加資格審査申請書（建設工事）
�委任状（支社、営業所などに権限を委任する場合のみ）
�建設業許可証明書（写）
�営業所一覧
※市内に営業所がある場合は、建設業法第３条の許可
申請書類または変更申請書の写し（県の受付印があ
るもの）

�工事経歴書
�経営事項審査結果通知書（写）
�都道府県税および市町村民税の未納がないことを証明
する書面（写）、消費税および地方消費税の未納がな
いことを証明する書面（写）
	労災保険料納入証明書（写）

建設業退職金共済納入証明書（写）
�技術者経歴書
�使用印鑑証明書（写）および使用印鑑届
国際標準化規格（ＩＳＯ）認証取得に関する登録証の
写し（該当する場合のみ）
測量、建設コンサルタント業務関係
�一般競争（指名競争）参加資格審査申請書（建設コン
サルタント等）
�（工事関係�と同じ）
�営業に関し、法律上必要とする登録の証明書（写）ま
たは登録を受けていない場合は登記簿謄本、個人経営
の場合は身元（身分）証明書
�営業所一覧
�業務経歴書（測量等実績調書）
�（工事関係�と同じ）
�（工事関係�と同じ）
	（工事関係	と同じ）

（工事関係�と同じ）
�（工事関係と同じ）
入札保証金 入札に参加する場合は原則として保証金を
徴収しますが、次の書類を提出すれば、免除されます。
●過去２年間（平成１６年４月１日以降）の国・県・市町
村いずれかの発注に係る建設工事請負の契約書（写）
２件分
●出資割合が明記された協定書（写）…共同企業体とし
て契約した場合のみ

問い合わせ

●市 役 所 �0957（38）3111
●雲仙市教育委員会 �0957（37）3113

雲
仙
市
吾
妻
体
育
館
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

●広報うんぜん
平成１８年１月15



人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

１１
月
２０
日
に
大
阪
城
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
「
第
１８
回
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン

テ
ス
ト
中
学
の
部
パ
レ
ー
ド
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
、
市
立
小
浜
中
学
校
吹
奏
楽
部
が

見
事
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
へ
の
出
場
は
こ
れ
で
２
回
目
。

１０
月
に
開
催
さ
れ
た
「
九
州
マ
ー
チ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
」
で
金
賞
を
受
賞
し
、
昨
年

の
初
出
場
に
続
き
、
２
年
連
続
の
出
場
と

な
り
ま
し
た
。
全
国
に
出
場
す
る
ほ
か
の

学
校
の
吹
奏
楽
部
員
数
に
比
べ
る
と
少
な

い
４０
人
。し
か
し
、部
員
は「
全
国
大
会
で

金
賞
」の
夢
に
向
か
っ
て
、こ
の
部
の
モ
ッ

ト
ー
で
あ
る
�
明
る
く
楽
し
く
�
を
全
面

に
出
し
、
笑
顔
で
大
会
へ
臨
み
ま
し
た
。

大
会
前
、「
去
年
は
全
国
へ
行
け
る
こ

と
に
感
動
し
て
い
た
。
今
年
は
必
ず
金
賞

を
と
り
た
い
」
と
力
強
く
話
し
て
い
た
部

長
の
長
井
綾
香
さ
ん
は
、「
小
浜
中
学
校

ら
し
い
演
奏
・
演
技
が
で
き
た
と
思
う
。

１
・
２
年
生
に
は
今
年
の
結
果
に
満
足
せ

ず
に
、
来
年
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
、
後
輩
に
�
全
国
で
金
賞
�
の
夢
を
託

し
ま
し
た
。
ま
た
、
顧
問
の
永
田
先
生
は
、

「
全
国
と
い
う
大
舞
台
に
動
じ
る
こ
と
な

く
、
日
々
の
練
習
の
成
果
が
充
分
に
発
揮

で
き
た
と
思
う
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の
協

力
と
応
援
の
お
か
げ
で
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を

生
か
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
大
会
を
振
り

返
り
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
で
は
惜
し
く
も
金
賞
を
逃

し
ま
し
た
が
、
胸
を
張
っ
て
誇
れ
る
銀
賞

受
賞
。
小
浜
中
学
校
吹
奏
楽
部
４０
人
の
部

員
の
目
は
、
後
輩
へ
夢
を
託
し
た
部
員
も

先
輩
か
ら
託
さ
れ
た
部
員
も
、
同
じ
よ
う

に
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

小浜中学校吹奏楽部

第１８回全日本マーチングコンテストで
銀賞を受賞

輝く
このコーナーでは、
市内の輝く人を紹介します。

「全国」という大きな舞台で銀賞
を受賞した小浜中学校吹奏楽部のみ
なさん。写真１列目の右から５番目
が部長の長井さん。１列目右から７
番目が紅露校長先生。また、その左
隣りが、指導者の森下晃英先生。右
端が顧問の永田先生。

写真提供 �大阪フォトサービス

写真提供 �大阪フォトサービス

広報うんぜん●
平成１８年１月16



秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
１１
月
２７
日
、
ハ
マ

ユ
リ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
駐
車
場
を
会
場
に
南
串
山
町

ふ
る
さ
と
産
業
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
特
産
品
の
じ
ゃ
が
い
も
や
新
鮮
な
野

菜
・
海
産
物
な
ど
が
、
市
価
よ
り
安
く
購
入
で
き

る
と
あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

会
場
で
は
特
大
の
鍋
で
つ
く
ら
れ
た
約
３
５
０

０
人
分
の
肉
じ
ゃ
が
が
来
場
者
に
ふ
る
ま
わ
れ
、

ス
テ
ー
ジ
で
は
優
勝
賞
金
１０
万
円
を
目
指
し
て
趣

向
を
凝
ら
し
た
ジ
ャ
ガ
ジ
ャ
ガ
カ
ー
ニ
バ
ル
が
行

わ
れ
、
た
い
へ
ん
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

お
ば
ま
産
業
祭
が
１２
月
４
日
に

湯
遊
道
商
店
街
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

歩
行
者
天
国
の
商
店
街
の
通
り
に

は
、
水
産
加
工
品
や
野
菜
な
ど
が

割
安
で
販
売
さ
れ
、
家
族
連
れ
な

ど
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。県

営
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
近
く
に

設
け
ら
れ
た
会
場
で
は
、
腹
話
術

や
イ
タ
リ
ア
歌
謡
、
ビ
ン
ゴ
大
会

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た

人
た
ち
は
買
い
物
や
イ
ベ
ン
ト
で

楽
し
く
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

特
産
市
や
お
い
し
い
棚
田
米
が
当
た
る
大
抽
選
会
な
ど
で
毎
年
に
ぎ
わ

う
ち
ぢ
わ
活
き
い
き
産
業
祭
が
、
１２
月
４
日
に
千
々
石
町
橘
公
園
の
入
り

口
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
盛
況
。

中
で
も
目
玉
は
、
時
間
差
で
行
わ
れ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
じ
ゃ
が
い
も
・
イ

チ
ゴ
の
特
売
で
、
超
目
玉
特
価
で
特
産
品
が
買
え
る
と
あ
っ
て
、
３０
分
も

前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。
ジ
ャ
ン
ボ
巻
き
ず
し
大
会
で
は
、
雨

が
一
時
的
に
上
が
り
、
み
ん
な
の
協
力
で
３６
�
の
巻
き
ず
し
が
完
成
。
観

客
の
お
腹
と
心
を
い
っ
ぱ
い
に
満
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

産
業
ま
つ
り

各
地
区
で
に
ぎ
や
か
に
開
催

↑みんなで作った３６�の巻きずし

↑特売には長い列ができました

↑３人でリズム良く、お餅をつきました

↑ジャンボ肉じゃが鍋。南串
山特産のほくほくじゃがい
もが大好評でした

←
ち
ん
ど
ん
屋
さ
ん
を
体
験
し
た
よ

↑肉じゃがとってもおいしいよ

→
掘
り
た
て
じ
ゃ
が
い
も

い
か
が
で
す
か

→
お
い
し
そ
う
な
お
肉
で
す

●広報うんぜん
平成１８年１月17



県
内
の
他
の
市
町
へ
転
出
さ
れ
る
方
へ

長
崎
県
知
事
選
挙

は

�
２
５
で
す

長
崎
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙

県
知
事
選
挙

告
示
予
定
日

１
月
１９
日
�

投
票
予
定
日

２
月
５
日
�

期
日
前
投
票

１
月
２０
日
�
〜
２
月
４
日
�

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
８
時

県
議
会
議
員
補
欠
選
挙

告
示
予
定
日

１
月
２７
日
�

投
票
予
定
日

２
月
５
日
�

期
日
前
投
票

１
月
２８
日
�
〜
２
月
４
日
�

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
８
時

投
票
時
間
に
気
を
つ
け
て
！

投
票
日
の
投
票
時
間
は

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

当
日
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投

票
を
！

住
民
票
の
あ
る
本
庁
ま
た
は
各
総
合
支
所

で
で
き
ま
す
。

投
票
用
紙
は
間
違
わ
な
い
よ
う
に
！

投
票
用
紙
を
間
違
え
る
と
、
大
事
な
１
票

が
無
効
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
正
し
く

記
入
し
ま
し
ょ
う
。

・
県
知
事
選
挙
の
投
票
用
紙

色
は
ク
リ
ー
ム
色
、
文
字
は
黒

・
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
用
紙

色
は
若
草
色
、
文
字
は
赤

雲
仙
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
て
（
い
ま
ま
で
市
内
に
住
ん
で
い
て
）、

県
内
の
他
の
市
町
へ
転
出
す
る
方
は
、
転

出
後
に
次
の
�
ま
た
は
�
の
方
法
で
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
雲
仙
市
（
転
出
前
の
市
町
）
で
の
投
票

・
投
票
日
当
日
、
雲
仙
市
の
投
票
所
で
投

票
・
投
票
日
前
日
ま
で
に
、
雲
仙
市
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
、
期
日
前
投
票

※
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
転
出
先
の
市
町
長

が
発
行
す
る「
引
き
続
き
住
所
を
有
す
る

旨
の
証
明
書
」（
ま
た
は
住
民
票
の
写
し
）

を
持
参
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
転
出
先
の

市
町
役
場
の
住
民
登
録
担
当
課
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

�
転
出
先
の
市
町
で
の
投
票

・
投
票
日
前
日
ま
で
に
、
転
出
先
の
市
町

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
不
在
者
投
票

※
こ
の
場
合
は
、
転
出
先
の
市
町
長
が
発

行
す
る
投
票
用
紙
・
不
在
者
投
票
用
封
筒

の
交
付
請
求
が
必
要
で
す
。「
不
在
者
投

票
宣
誓
書（
兼
請
求
書
）」と
「
引
き
続
き

住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
を
添
え
て
、

転
出
前
の
市
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
送
ら
れ
て
き
た
投
票
用
紙
・
封
筒

な
ど
に
は
何
も
記
載
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
転

出
先
の
市
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
持
参

し
、
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
ら
か
じ
め

記
載
す
る
と
、
投
票
が
無
効
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
郵
送
で

の
や
り
と
り
に
は
日
数
を
要
し
ま
す
の
で
、

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

２０
日
・
２８
日
以
降
に
転
出
予
定
の
方

１
月
後
半
に
転
出
予
定
の
方
で
、
各
選

挙
の
期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間
（
長
崎

県
知
事
選
挙
は
１
月
２０
日
以
降
、
長
崎
県

議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
１
月
２８
日
以
降
）、

転
出
す
る
前
で
あ
れ
ば
、
転
出
前
の
市
町

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
期
日
前
投
票
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、「
引

き
続
き
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」

（
ま
た
は
住
民
票
の
写
し
）
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に

入
所
さ
れ
て
い
る
方

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
以
外
の
場
所
（
病
院
や
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
）
で
不
在
者
投
票
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
雲
仙
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

教育委員会委員が決まりました（敬称略）

委 員 長 城 臺 安 友（千々石町）
任期 平成１７年１２月２日～２１年１２月１日

委員長職務代理者 松 永 勇（南串山町）
任期 平成１７年１２月２日～２１年１２月１日

委 員 庄 崎 敏 郎（吾妻町）
任期 平成１７年１２月２日～１９年１２月１日

委 員 宮 � 賢太郎（瑞穂町）
任期 平成１７年１２月２日～１８年１２月１日

教 育 長 鈴 山 勝 利（愛野町）
任期 平成１７年１２月２日～２０年１２月１日

必ず投票しましょう「投票は 子供の未来 託す鍵」

問
い
合
わ
せ

雲
仙
市
選
挙
管
理
委
員
会

�
０
９
５
７
（
３
８
）
３
１
１
１

（
内
線
２
５
１
５
）

写真前列左から 鈴山さん、城臺さん
後列左から 宮�さん、庄崎さん、松永さん

広報うんぜん●
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公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ
&AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA

Ｑ
―
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
と
は
？

Ａ

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
電

子
申
請
な
ど
を
安
全
に
行
う
た
め

に
使
用
す
る
「
電
子
証
明
書
」
を

発
行
す
る
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

●
行
政
機
関
へ
の
申
請
手
続
き
な
ど

が
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
手
軽
に

で
き
ま
す
。

●
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
他
人
に
よ
る

な
り
す
ま
し
申
請
や
通
信
途
中
で

の
改
ざ
ん
な
ど
を
防
ぐ
た
め
の
機

能
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
―
電
子
証
明
書
の
発
行
を
受
け
る
に
は
？

Ａ

●
市
役
所
の
窓
口
で
発
行
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
続
き
に
は
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
本
人
を

確
認
で
き
る
写
真
付
き
公
的
証
明

書
、
発
行
手
数
料
５
０
０
円
が
必

要
で
す
。

●
発
行
さ
れ
た
電
子
証
明
書
は
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
中
に
格
納

さ
れ
、
３
年
間
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

Ｑ
―
電
子
証
明
書
を
利
用
す
る
に
は
？

Ａ

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る

パ
ソ
コ
ン
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ラ
イ
タ
（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
読
取
装

置
）
を
準
備
し
、
必
要
な
設
定
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
次
の
�

〜
�
の
手
順
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
利
用
者
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
ソ
フ
ト

の
準
備

電
子
証
明
書
の
発
行
を
受
け
た

と
き
に
渡
さ
れ
る
Ｃ
Ｄ－

Ｒ
Ｏ
Ｍ

か
ら
利
用
者
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
ソ
フ

ト
を
パ
ソ
コ
ン
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル

す
る
。

�
電
子
申
請
ソ
フ
ト
な
ど
の
設
定

必
要
に
応
じ
て
、
電
子
申
請
な

ど
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
イ
ン
ス

ト
ー
ル
や
設
定
を
行
う
。

�
電
子
申
請
な
ど
の
開
始

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
し
て
必

要
事
項
を
入
力
し
、
申
請
書
な
ど

を
作
成

�
電
子
署
名
の
作
成

電
子
署
名
を
作
成
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
申
請
を
受
け
付
け
た
行

政
機
関
な
ど
で
、
他
人
に
よ
る
な

り
す
ま
し
や
改
ざ
ん
が
で
き
な
い

こ
と
を
確
認
で
き
ま
す
。
作
成
に

は
、
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
の

で
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
あ
ら
か
じ
め

設
定
し
た
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
く

だ
さ
い
。

�
申
請
書
な
ど
の
送
信

申
請
書
や
電
子
署
名
な
ど
の
作

成
が
終
了
し
た
ら
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
行
政
機
関

な
ど
に
送
信
。
行
政
機
関
で
は
、

電
子
証
明
書
の
確
認
や
申
請
書
と

の
照
合
が
行
わ
れ
、
申
請
や
届
出

が
受
け
付
け
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
―
自
動
車
保
有
関
係
手
続
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
は
？

Ａ

●
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
１
つ
で
す
。
自

動
車
を
保
有
す
る
際
に
必
要
な
各

種
の
行
政
手
続
き
が
、
パ
ソ
コ
ン

か
ら
一
括
し
て
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

●
自
動
車
の
検
査
や
登
録
、
車
庫
証

明
や
自
動
車
諸
税
の
納
付
な
ど
の

手
続
き
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
で

き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
何

度
も
行
政
機
関
に
足
を
運
ぶ
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。

●
平
成
１７
年
１２
月
２６
日
か
ら
東
京
・

神
奈
川
・
愛
知
・
大
阪
で
「
新
車

新
規
登
録
手
続
」
を
対
象
に
シ
ス

テ
ム
を
稼
働
。
平
成
２０
年
を
目
標

に
全
地
域
、
全
手
続
き
へ
の
導
入

を
目
指
し
ま
す
。

※
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
さ
ま
ざ
ま
情
報
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.jp
ki.g
o
.jp
/

し っ と こ う

知っ得！NEWS 戸籍

固定資産評価委員会委員が決まりました（敬称略）

任期は、平成１７年１２月２日から２０年１２月１日までです。

委 員 長 馬 渡 孝 一（小浜町）

委 員 辻 亨（瑞穂町）

委 員 平 野 一 人（千々石町）

問
い
合
わ
せ

雲
仙
市
市
民
生
活
部

市
民
課
戸
籍
班

�
０
９
５
７
（
３
８
）
３
１
１
１

（
内
線
２
２
１
２
）

写真左から 馬渡さん、辻さん、平野さん

●広報うんぜん
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小浜ば花いっぱいにすうで会（代表世話人：本多伸吉

さん）と長崎大学教育学部が、１１月１９日、小浜小学校グ

ラウンドで、「第１０回秋の彩展小浜ワークショップ２００５」

を行いました。これまでこのワークショップでは街並み

に花を添えようと、ブロックやＴシャツなどに彩色して

きましたが、今回は傘を使っての試み。講師に韓国の昌

原大学の留学生をむかえ、国際交流と美しい街並みづく

りを目標にたくさんの子どもたちが参加しました。自分

の好きな絵を描いたり好きな言葉を入れたりしながらで、

きれいな傘の花が街を美しく彩りました。

１２月４日から１０日の人権週間に合わせ、国見町の各

小学校で人権の紙風船の打ち上げが行われました。紙

風船には人権の花の種（ひまわりの種）が入った袋が

くくりつけられ、袋の裏には子どもたち一人ひとりの

メッセージが書き添えられました。「花いっぱいになぁ

れ～」のかけ声とともに、拾った方が人権の花を大き

く咲かせてくれるのを願い、色とりどりの紙風船を大

空に飛ばしました。

１１月２３日の勤労感謝の日を前に、愛野町の小さき花の幼稚園の園児が

「ありがとう」の気持ちを胸に、１１月２１日に市役所愛野総合支所を訪れ

ました。園児たちが、「いつも温かく見守ってくださってありがとうご

ざいます。これからもお仕事頑張ってください」と、心のこもった感謝

状を贈り、素晴らしい器楽演奏を行うと、周囲が温かな雰囲気に包まれ

ました。

小さき花の幼稚園、勤労感謝の贈り物

つも、お仕事ありがとうい

第１０回秋の彩展小浜ワークショップ２００５

さで街を花いっぱいにか

人権の紙風船打ち上げ

きく咲かそう人権の花大

↑１２月７日、願いを込めて風船を飛ばす土黒小学校の生徒。遠くは四国地方まで
飛んでいきます

↑留学生と一緒にきれいな傘の花を描きました↑できあがった作品を持って、はいポーズ

↑園児から心のこもった感謝状が送られました

広報うんぜん●
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長崎県世界青年友の会雲仙支部（支部長：田中秀穂さん）

が「第８回マレーシアジュニアフレンドシッププログラム

２００５」を行いました。マレーシアからは学生など１７人がこの

プログラムに参加し、市内のホストファミリー宅にホームス

テイし交流を深めました。１１月２５日には、千々石町の愛菜館

でそば打ちにチャレンジ。なれない手つきながらも、真剣に

そば打ちに取り組みました。店主の池田敬介さんは「初めて

にしては上手にできて

ますね。あとは食べて

からのお楽しみ」とそ

ばのできばえを見なが

ら言われました。マ

レーシアのみなさんが

打ったそばの味はとて

もおいしそうでしたよ。

歳末の防火を願って毎年行われる「歳末火災予防ちびっ子

餅つき大会」が１２月７日小浜消防署で行われ、「マッチやラ

イターでは遊びません。ストーブなどの側では遊びません」

と園児が防火の約束をしました。参加したのは、愛野町の小

さき花の幼稚園児２５人。防火を願った餅つきでは、小さなハッ

ピを着た園児たちが「よっこいしょ、よっこいしょ」と大き

なかけ声をかけながら紅白のお餅をつきました。

歳末火災予防ちびっ子餅つき大会

火を願ってペッタンコ防

第８回マレーシアジュニアフレンドシッププログラム２００５

めて食べたそばの味は？初

↑おいしく、そばをいただきました

→
か
け
声
に
合
わ
せ
て
ペ
ッ
タ
ン
ペ
ッ
タ
ン
と
お
餅
を
つ
き
ま
す

↑ていねいにつきたてのお餅をまるめました

↑なれない手つきながら真剣にそばを打ちました

●広報うんぜん
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棚田百選の地に選定されている
千々石町岳地区で、１１月２３日に「岳
棚田収穫感謝祭（主催：岳棚田プ
ロジェクト２１ほか）」が行われま
した。棚田に設けられた会場のス
テージでは千々石第二小学校の棚
田研究発表のほか、オカリナ演奏、
よさこい踊りなどが行われました。
また、販売コーナーでは収穫した
ての新米や、べたもち、新鮮野菜
が販売されていました。そのなか
でも人気があったのが新米の試食
コーナーで、炊きたての棚田米と
豚汁は訪れた人たちに「おいしい、
おいしい」と大評判でした。

島原半島を舞台に、九州内の
大学の駅伝チームが参加する
「島原・雲仙学生駅伝」が１２月３
日に行われました。島原市をス
タートし、半島を南回りで進み、
小浜から雲仙を越えて島原市で
ゴールというハードなコース。選

手たちは母校の
名誉と、仲間へ
の思いをタスキ
に込めてゴール
を目指しました。

ＮＰＯ法人がまだすネット主催のカズラかご作り体験が、１２月
４日に瑞穂町で行われました。島原半島の魅力を体感してもらう
ために、みやざきフラワーアレンジメント教室の宮崎明美さんを
講師にカズラかご作りにチャレンジしました。参加した９人のか
ごを編む顔は真剣そのもの、２時間半の創作活動でそれぞれ個性
的なカズラかごができあがりました。最後には、できあがった作
品を囲み、紅茶でほっと一息。「今度は自宅裏山のカズラで作っ
てみよう」「物を作るって楽しい」などの感想が寄せられました。

がまだすネット秋の島原半島まるごと体験ツアー

カズラかご作りに挑戦山

岳棚田収穫感謝祭

の米はうまかですよ岳
島原・雲仙学生駅伝

スキに込めた熱い思いタ

←小浜スタートのスターターをつとめた奥村市長

↑岳の棚田の新米はいかがですか

できあがったカズラかごを持って「はいチーズ」→

↑澄んだ秋空にオカリナの音色が
響きました

↑小浜の後半スタート地点。選手が
一斉に飛び出しました

広報うんぜん●
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神代小学校が、長崎県学校保健推進学校として優秀

校に輝きました。優秀校に選ばれたのは県下では１校

のみで、よい歯の学校としても努力賞を受けました。

神代小学校は昭和２６年に学校医や保護者、地域住民で

作る学校保健委員会を設け、地域と学校が一体となっ

て健康教育に取り組んでいます。伝統の乾布摩擦や健

康優良地区表彰制度など独自の取り組みが続けられて

いることが評価され、今回の受賞となりました。石井

校長は「学校医の先生方を始め、先輩方が築いてこら

れた伝統で支えられています。特に地域住民のみなさ

んは子どもへの関心が高く、あらゆる場面でご協力を

いただき感謝をしています。これからもなお一層、子

どもたちの健康教育に取り組んでいきたい」と話され

ました。

第５７回長崎県民体育大会が、１１月１２日から１３日の

２日間壱岐市をメーン会場に行われ、男子バレー

ボール壮年の部で南高代表の「雲仙クラブ」が三度

目の優勝を飾りました。雲仙クラブは小浜町の４０歳

以上のメンバーを中心に愛野町、南串山町などから

選手を補強し、編成されたチームです。県内１０地区

の郡市代表チームで行われた大会では、毎週２回の

練習で磨いた熟練の技術もさることながら、巧みな

舌戦も織り交ぜて白熱したゲームになりました。一

昨年に続く三回目の優勝を飾った同チームは９月に

富山県で開催された「日本スポーツマスターズ」で

も２年連続で決勝トーナメントに出場するなど健闘、

今後の活躍が期待されています。

社団法人 長崎県緑化推進協会が主催する平成１７年度美しい

ふるさとづくり花壇コンクール表彰式が、１１月２６日佐世保市ハ

ウステンボスで行われました。このコンクールは県内の学校や

団体が、美しい花のまちづくりを目指して作った花壇を対象と

したコンクールで、市内から愛野町高砂老人クラブ（代表：竹下

惣一さん）が優秀賞を受賞されました。道路沿いに設けられた

花壇にはきれいな花が咲き、道行く人の目を楽しませています。

神代小学校が長崎県学校保健推進学校優秀校に輝く

域と学校が一体となって地

美しいふるさとづくり花壇コンクール

しい花壇づくりをしています美

県民体育大会男子バレーボール壮年の部

仙クラブが見事優勝雲
↓県民体育大会で見事に優勝した「雲仙クラブ」のみなさんです

↑登校して全員で「イチ・ニ・サン・シ」と乾布摩擦を行います

↑美しい花のまちづくりが進められています

●広報うんぜん
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長
崎
県
立
盲
学
校
幼
稚

部
・
高
等
部（
普
通
科
・
専

攻
科
）園
児
・
生
徒
募
集

問
い
合
わ
せ

長
崎
街
道
ぶ
ら
り
旅

参
加
者
募
集

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

春
休
み
国
内
交
流
・
海
外

派
遣
事
業
参
加
者
募
集

問
い
合
わ
せ

長
崎
県
立
盲
学
校
で
は
来
年
度

の
幼
稚
部
と
高
等
部
の
児
童
・
生

徒
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

幼
稚
部

・
平
成
１２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

１５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
視

覚
に
障
害
の
あ
る
幼
児
が
対
象
。

高
等
部

・
普
通
課
程
と
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー

ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う

師
を
養
成
す
る
専
攻
科
の
課
程

が
あ
り
ま
す
。

・
両
眼
の
視
力
が
０
・
３
未
満
の

人
、
ま
た
は
視
機
能
障
害
が
高

度
な
人
が
対
象
。（
学
校
教
育

法
施
行
令
２２
条
の
３
）

願
書
受
付
期
間

・
幼
稚
部

２
月
６
日
〜
３
月
３

日
・
高
等
部

第
一
次
２
月
８
日
〜

２
月
１４
日

第
二
次
３
月
１６
日

〜
３
月
２２
日

長
崎
県
立
盲
学
校

�
０
９
５
（
８
８
２
）
０
０
２
０

※
幼
児
や
児
童
生
徒
の
教
育
相
談

も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

県
立
千
々
石
少
年
自
然
の
家
主

催
の
長
崎
街
道
ぶ
ら
り
旅
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
家
族
や
友
達
と
一
緒

に
旧
街
道
を
の
ん
び
り
歩
き
な
が

ら
歴
史
散
歩
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
込
期
限

１
月
２０
日
�

※
定
員
５０
人
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

集
合
日
時

１
月
２１
日
�

午
後

１
時
か
ら
９
時
ま
で
の
間
（
２２
日

が
旅
日
の
た
め
、
千
々
石
少
年
自

然
の
家
に
一
泊
し
ま
す
）

集
合
場
所

千
々
石
少
年
自
然
の

家旅
の
行
程

少
年
自
然
の
家→

（
バ
ス
）→

久
山
旧
茶
屋
橋→

井
樋

尾
茶
屋
跡→

役
の
行
者
神
社→

矢

上
宿→

腹
切
坂→

日
見
峠→

蛍
茶

屋
跡→

古
橋→

長
崎
奉
行
所
立
山

役
所
跡
「
長
崎
歴
史
文
化
博
物

館
」→

（
バ
ス
）→

少
年
自
然
の
家

旅
す
る
日

１
月
２２
日
�

必
要
な
物

旅
に
適
し
た
服
と
靴
、

泊
ま
り
に
必
要
な
も
の
、
雨
具
、

保
険
証
ま
た
は
写
し
、
昼
飯
代
な

ど県
立
千
々
石
少
年
自
然
の
家

�
０
９
５
７
（
３
７
）
２
７
６
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

8.ocn.

ne.jp/˜tijiw
a

財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協

会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
春
休
み

を
利
用
し
て
、
国
内
交
流
事
業
や

海
外
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
内
交
流
事
業

春
休
み
に
鹿
児
島
県
の
ヨ
ロ
ン

島
で
行
い
ま
す
。
南
の
島
特
有

の
文
化
を
体
験
す
る
島
内
活
動

や
環
境
保
護
活
動
を
通
じ
、
豊

か
な
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
そ

の
恵
み
や
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

海
外
派
遣
事
業

海
外
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
学

校
体
験
や
学
校
訪
問
、
キ
ャ
ン

プ
な
ど
現
地
の
人
々
と
交
流
し
、

自
ら
行
動
す
る
大
切
さ
を
学
び

ま
す
。

財
団
法
人

国
際
青
少
年
研
修
協

会�
０
３
（
３
３
５
９
）
８
４
２
１

お問い合わせはこちら

雲 仙 市 役 所 �０９５７（３８）３１１１

国見総合支所 �０９５７（７８）２１１１

瑞穂総合支所 �０９５７（７７）２１１１

愛野総合支所 �０９５７（３６）２１１１

千々石総合支所 �０９５７（３７）２００１

小浜総合支所 �０９５７（７４）２１１１

南串山総合支所 �０９５７（８８）３１１１

雲仙出張所 �０９５７（７３）３４４５

雲仙市教育委員会 �０９５７（３８）３１１３

国 見 分 室 �０９５７（７８）１１００

瑞 穂 分 室 �０９５７（７７）２１２５

吾 妻 分 室 �０９５７（３６）３１０８

愛 野 分 室 �０９５７（３７）０６１６

小 浜 分 室 �０９５７（７４）２１１１

南串山分室 �０９５７（８８）３１１４

福 祉 事 務 所 �０９５７（３６）２５００

選挙管理委員会 �０９５７（３８）３１１１

監 査 事 務 局 �０９５７（３８）３１１１

農 業 委 員 会 �０９５７（３８）３１１１

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

人のうごき
人口 ５１，５７８人

男 ２４，５１３人

女 ２７，０６５人

世帯数 １６，３２６世帯
１１月末現在
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ぜ
ひ
新
規
高
校
卒
業
生
の

採
用
を
！

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立
長
崎
シ
ー
ボ
ル
ト
大
学

メ
デ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

平
成
１８
年
３
月
新
規
高
等
学
校

卒
業
予
定
者
を
対
象
と
す
る
合
同

面
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

高
校
生
の
就
職
戦
線
は
、
厳
し

い
雇
用
失
業
情
勢
の
中
で
新
卒
者

は
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
の
卒
業

生
を
採
用
す
る
傾
向
で
す
。
ま
た

即
戦
力
を
求
め
て
中
途
採
用
へ
シ

フ
ト
す
る
な
ど
高
校
生
に
は
大
変

厳
し
い
現
状
で
す
。

平
成
１７
年
１０
月
末
現
在
、
諫

早
・
大
村
公
共
職
業
安
定
所
管
内

で
は
就
職
内
定
者
が
約
５
割
で
あ

り
、
県
央
地
域
（
諫
早
・
大
村
・

島
原
）
に
お
け
る
県
内
へ
の
就
職

を
希
望
し
て
い
る
３
９
７
人
の
生

徒
が
就
職
先
を
探
し
て
い
る
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
こ
う

い
っ
た
状
況
の
中
、
夢
と
希
望
を

持
っ
て
旅
立
と
う
と
し
て
い
る
高

校
生
に
就
職
の
機
会
を
与
え
、
地

域
の
発
展
の
た
め
に
も
高
校
生
の

働
く
場
を
確
保
す
る
こ
と
を
進
め

た
い
と
考
え
て
お
り
、
就
職
未
内

定
の
生
徒
と
事
業
所
が
一
堂
に
会

す
る
合
同
面
談
会
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

事
業
者
の
皆
様
に
は
こ
の
よ
う

な
現
状
や
合
同
面
談
会
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
新
規
高
卒
者

の
採
用
を
ご
検
討
の
上
、
ぜ
ひ
合

同
面
談
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

１
月
１６
日
�
午
後
１
時
〜

午
後
４
時
３０
分
（
受
付
午
後
０
時

３０
分
）

場
所

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス

諫
早
（
諫
早
市
宇
都
町
３－

３５
）

事
業
所
数

先
着
２５
社
ま
で

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
諫
早
（
諫
早
公
共

職
業
安
定
所
）
求
人
・
企
画
部
門

�
０
９
５
７
（
２
１
）
８
６
０
９

県
民
の
生
涯
学
習
や
地
域
の
振

興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

次
の
と
お
り
メ
デ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
き
ま
す
。

テ
ー
マ

「
食
を
考
え
る
」

講

師

筑
紫
哲
也
（
ニ
ュ
ー
ス

キ
ャ
ス
タ
ー
）、
小
林
美
智
子（
県

立
長
崎
シ
ー
ボ
ル
ト
大
学
看
護
栄

養
学
部
看
護
学
科
教
授
）
ほ
か

日
時

２
月
１９
日
�

午
後
１
時

（
予
定
）

場
所

ハ
マ
ユ
リ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

（
南
串
山
町
）

内
容

「
食
を
考
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
地
産
地
消
・
食
育
の
観
点

か
ら
長
崎
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い

る
活
動
、
推
進
者
、
筑
紫
哲
也
氏
、

小
林
教
授
、
学
生
た
ち
と
と
も
に

基
調
報
告
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
に
な
り
ま
す
。
詳

細
は
県
立
長
崎
シ
ー
ボ
ル
ト
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.sun.

ac.jp

吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾吾妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻妻町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町のののののののののののののののののののののののののののの高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会でででででででででででででででででででででででででででで
標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱をををををををををををををををををををををををををををを製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製製作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作

吾妻町高校生保護者連絡協議会（代表：村山芳和さん）
では、昨年の夏に保護者と高校生に元気の出る標語を募集。
多数の応募の中から３点を選び、吹の原から大熊に下る踏
切のそばに建つ広告塔を活用して標語柱を作成しました。
� 見ているよ 君の輝き 地域と共に
� 親心 叱る数だけ 愛がある
� あいさつは 心をこめて 元気よく
現在雲仙市では、旧７町のうち、愛野・吾妻・瑞穂で高

校生保護者連絡協議会が組織されています。来年度に向け
て市では組織を統合し、それを核として新たに雲仙市高校

生保護者連絡協議会を組織化
する予定です。
市内高校生の健全な成長を
願い、少年から青年へ向かう
世代にあって、社会に巣立つ
ための準備期間として高校生
をどう見守るべきなのか、特
に夏休みや冬休み、春休みな
どでの夜間巡回指導などを主
な活動とします。
これからも「明日の雲仙市
を担う子どもたちの健全な成
長」をスローガンとして活動
します。

国 見 町……市県民税４期・国民健康保険税７期（３１日）
瑞 穂 町……市県民税４期・国民健康保険税５期（２５日）
吾 妻 町……市県民税４期・国民健康保険税７期（２５日）
愛 野 町……市県民税４期・国民健康保険税７期（３１日）
千 々 石 町……固定資産税４期・国民健康保険税７期（３１日）
小 浜 町……市県民税４期・国民健康保険税７期（３１日）
南 串 山 町……国民健康保険税５期（３１日）

ああああああああななななななななたたたたたたたたのののののののの納納納納納納納納税税税税税税税税でででででででで
ああああああああかかかかかかかかるるるるるるるるいいいいいいいいゆゆゆゆゆゆゆゆたたたたたたたたかかかかかかかかなななななななな街街街街街街街街づづづづづづづづくくくくくくくくりりりりりりりり

↑元気が出る標語が掲げられた標語柱

●広報うんぜん
平成１８年１月25



火
災
警
報
器
の
悪
質
訪
問

販
売
に
ご
注
意
を

問
い
合
わ
せ

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
相
談
電
話

雲
仙
灯
り
の
花
ぼ
う
ろ

問
い
合
わ
せ

消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
新
築
住

宅
は
平
成
１８
年
６
月
１
日
か
ら
、

既
存
住
宅
は
平
成
２１
年
５
月
３１
日

ま
で
に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

の
設
置
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
火
災
警
報
器
の
設
置
に
便

乗
し
た
悪
質
訪
問
販
売
が
発
生
し
、

全
国
に
広
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
こ
と
に
ご
注
意
を

あ
た
か
も
消
防
職
員
の
よ
う
な

服
装
や
言
動
で
訪
問
し
不
当
な
値

段
で
勧
誘
す
る
業
者
も
い
ま
す
。

市
や
消
防
署
、
消
防
団
が
火
災
警

報
器
な
ど
を
売
り
歩
い
た
り
、
特

定
の
業
者
に
販
売
を
委
託
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
業
者
の
服
装

や
言
動
に
ご
ま
か
さ
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

※
契
約
は
慎
重
に
し
ま
し
ょ
う

※
そ
の
場
で
契
約
し
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
消

防
本
部

予
防
課

�
０
９
５
７
（
６
２
）
５
８
５
７

県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

小
浜
消
防
署

�
０
９
５
７
（
７
４
）
３
２
３
１

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
０
９
５
（
８
２
４
）
０
９
９
９

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情

相
談
電
話
を
次
の
と
お
り
設
け
て

い
ま
す
。

相
談
先

長
崎
県
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会

介
護
保
険
課

�
０
９
５
（
８
２
６
）
１
５
９
９

利
用
時
間

平
日
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
（
祝
祭
日
、
１２

月
２９
日
か
ら
１
月
３
日
を
除
く
）

僧
、
行
基
に
よ
っ
て
開
か
れ
た

雲
仙
は
厳
し
い
修
験
道
の
地
で
あ

り
、
灯
り
に
ま
つ
わ
る
話
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
明
治
時
代
、
外
国
人
の

温
泉
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
栄
え
た

雲
仙
は
、
ハ
イ
カ
ラ
な
灯
り
に
満

ち
て
い
ま
し
た
。

和
と
洋
の
灯
り
が
混
在
し
た
歴

史
あ
る
雲
仙
。
そ
の
雲
仙
を
ス

テ
ー
ジ
に
、
雲
仙
灯
り
の
花
ぼ
う

ろ
が
開
か
れ
ま
す
。

※
霧
氷
の
こ
と
を
「
花
ぼ
う
ろ
」

と
地
元
で
は
呼
ん
で
い
ま
す
。

実
施
期
間

１
月
２７
日
〜
２
月
１１

日

内
容

雲
仙
温
泉
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
を
中
心
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
点
灯
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

�
雲
仙
観
光
協
会
（
雲
仙
灯
り
の

花
ぼ
う
ろ
実
行
委
員
会
）

�
０
９
５
７
（
７
３
）
３
４
３
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.unzen.

orgメ
ー
ルinfo@

unzen.org

冬場は献血者が減少し血液が不足
しがちです。そこで安全な血液製剤
を安定的に確保するため、新たに成
人式を迎える「はたち」の若者を中
心として広く国民各層に献血に関す
る理解と協力を求めるとともに、特
に成分献血、４００�献血の継続的な
推進を図ることを目的として、「は
たちの献血」キャンペーンを行いま
す。期間中は、全国各地で様々な取
組みが行われます。
新しく成

人となられ
る皆さん。
献血にご協
力ください。

〔長崎〕095（826）5511 長崎県保険医協会

悪性リンパ腫

あごの変形

子どもの下痢の時の食事

強皮症

成人の矯正歯科治療について

見つけにくい婦人科のがん

おならが多い年始（～４日）

月
火
水
木
金
土・日

「はたちの献血」キャンペーン
（１月１日～２月２８日）

雲雲雲雲雲雲雲雲雲雲雲雲雲雲雲雲仙仙仙仙仙仙仙仙仙仙仙仙仙仙仙仙市市市市市市市市市市市市市市市市
子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどもももももももももももももももも文文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化化化
フフフフフフフフフフフフフフフフェェェェェェェェェェェェェェェェスススススススススススススススステテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィババババババババババババババババルルルルルルルルルルルルルルルル開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催！！！！！！！！！！！！！！！！

雲仙市が誕生して初めての市民参加公演を行
います。公演では、市内の小学生１４人がオリジ
ナル作品のミュージカルを演じます。半年間の
猛練習の成果はいかに？！また、愛野町の琉球
國祭り太鼓長崎支部、吾妻町の鶴田小学校民謡
クラブも出演します。
みなさまのご来場をお待ちしています。

■日 時 ２月２６日�
■場 所 ハマユリックスホール（南串山町）
■問い合わせ 教育委員会生涯学習課

入場整理券は１月中旬ごろから市内
各所にて配布します。

入場無料

☆午前９時～翌朝９時までの２４時間、
同じ内容のテープが流れます。

広報うんぜん●
平成１８年１月26



第
３
回
甲
種
・
乙
種
防
火

管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

文
化
財
防
火
デ
ー

高病原性インフルエンザやニューカッスル病などが発生
した場合には、病気の拡大を防ぐ目的で、周辺農場の鶏
や鶏卵は移動が規制されるため、養鶏業者に多大な経済
的損失をもたらします。日ごろから適正な飼育管理に努
めてください。

消
防
法
第
８
条
に
基
づ
き
、
同

法
施
行
令
第
３
条
第
１
項
に
規
定

さ
れ
て
い
る
防
火
管
理
者
と
し
て

の
必
要
な
資
格
を
取
得
す
る
た
め

の
講
習
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

講
習
日

２
月
１５
日
〜
１６
日
（
甲

種
２
日
間
、
乙
種
１５
日
の
み
）
午

前
８
時
３０
分
〜
午
後
４
時
１０
分

講
習
会
場

小
野
ふ
れ
あ
い
会
館

（
諫
早
市
黒
崎
町
１
８
５－

１
）

講
習
定
員

１
０
０
人

申
込
期
間

１
月
１０
日
〜
２
月
８

日※
講
習
定
員
に
な
り
し
だ
い
申
し

込
み
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

・
諫
早
消
防
署

�
０
９
５
７
（
２
２
）
０
１
１
９

・
大
村
消
防
署

�
０
９
５
７
（
５
２
）
４
１
３
８

・
小
浜
消
防
署

�
０
９
５
７
（
７
４
）
３
２
３
１

１
月
２６
日
は
、
法
隆
寺
金
堂
の

壁
画
が
焼
損
し
た
日（
昭
和
２４
年
）

で
あ
る
こ
と
、
１
月
・
２
月
が
１

年
の
う
ち
で
最
も
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
期
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
昭
和
３０
年
に
、
こ
の
日
を「
文

化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。

文
化
庁
と
消
防
庁
で
は
、
こ
の
日

を
中
心
と
し
て
、
文
化
財
を
火
災
、

震
災
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
る
た

め
、
全
国
的
に
文
化
財
防
火
運
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
貴
重
な
文

化
財
を
守
る
た
め
、
文
化
財
の
防

火
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

鳥を飼っている皆さんへ

鶏に限らず、鳥に対しても病原性および伝染力の強い病
気があります。愛玩鳥を飼われる場合には以下の点にご注
意ください。
１．健康状態をよく観察しましょう
毎日よく観察して、突然元気がなくなったとき、数日の

間に大半が死んでしまったときは、家畜保健衛生所まで連
絡してください。
２．定期的な清掃・消毒を心がけましょう
〈一般に使用されている消毒薬〉
○塩化ベンザルコニウム（オスバン等）
一般の薬局等で販売されています。
希釈濃度：５００倍／方法：噴霧器等で鶏小屋全体にかけ

てください。
○消石灰
農協、ホームセンター等で販売されています。床面に散

布してください。
３．野鳥との接触をさけましょう
野鳥が病気を持ち込むことがあるので、放し飼いは避け、

鶏小屋の中に野鳥が入らないように防
鳥ネット等で覆ってください。

本本本本本本本本本本本本当当当当当当当当当当当当にににににににににににに怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖怖いいいいいいいいいいいい鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥鳥のののののののののののの病病病病病病病病病病病病気気気気気気気気気気気気………………………………
【高病原性鳥インフルエンザ】
鳥に対して特に病原性が強いインフルエンザの呼び方で、

鶏・アヒルなどの鳥がたくさん死ぬ病気です。なお、鶏卵・
鶏肉を食べることにより人に感染することは報告されてい
ません。
【ニューカッスル病】
高い病原性、強烈な伝播力を持つウイルスによる鳥の伝

染病です。予防にはワクチンが使用されています。近年大
規模な発生はありませんが、ワクチンの不徹底や未接種な
どによって散発しています。

■連絡先 県 庁 畜 産 課 �０９５（８２６）６４５３
県南家畜保健衛生所 �０９５７（６８）１１７７

１月は食を考える月間です。
食生活の改善や食の安全に対する関心が高まっ
ている現在、一人ひとりが正しい食習慣を身につ
け、健全な食生活を実践しましょう

農林水産省

町 名
愛 野 町
小 浜 町
国 見 町
小 浜 町
国 見 町
南 串 山 町
国 見 町
千 々 石 町
国 見 町
南 串 山 町
国 見 町
小 浜 町

電 話 番 号
０９５７（３６）００１５
０９５７（７４）２２１１
０９５７（７８）５５５５
０９５７（７４）２００６
０９５７（７８）５１５６
０９５７（８８）２０５０
０９５７（７８）２７６８
０９５７（３７）２０１５
０９５７（７８）１０００
０９５７（８８）３１５１
０９５７（７８）５４１３
０９５７（７４）２４５７

医 療 機 関
愛 野 記 念 病 院
公 立 新 小 浜 病 院
佐 藤 医 院
松 藤 医 院
梅 津 医 院
京 泊 馬 場 医 院
本 田 医 院
� 天 野 医 院
松 尾 胃 腸 外 科 医 院
�泌尿器科皮膚科 菅医院
太 田 整 形 外 科
菅 医 院

日

１～３日

８日

９日

１５日

２２日

２９日
宅

在

＋

日

医

休

番
当

鳥に異常があったらすぐに連絡を

☆変更される場合がありますので、
電話連絡後、受診してください。

●広報うんぜん
平成１８年１月27



虹のあとさき�虹のあとさき�
編集後記�

市内で行われたさまざまな祭り
それらの祭りでは、
舞い踊りが繰り広げられた

軽快な音楽に合わせて、
躍動感に満ちた踊りが披露される
初めは見ているだけだった人たちも
自然に手足がリズムを刻んでいく

今や祭りは最高潮
まるで、大輪の花が咲いたような
華やかさが会場全体に広がった

舞い踊る人たちの笑顔の中に、
このまちの鼓動を
聞いたような気がした

写真：岳棚田収穫祭、南串山町ふるさと産業まつり、
おばま産業祭から

▼
「
雲
仙
に
初
霧
氷
」
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
「
よ
し
今

月
の
表
紙
は
霧
氷
に
す
る

ぞ
！
」
喜
び
勇
ん
で
妙
見
岳
に

向
か
い
ま
し
た
。
仁
田
峠
に
つ

い
て
車
か
ら
降
り
る
と
猛
烈
な

寒
さ
が
私
を
包
み
ま
す
「
あ
っ
、

ジ
ャ
ン
パ
ー
忘
れ
た
」
し
か
も

足
も
と
は
革
靴
で
す
。
市
役
所

に
い
る
と
き
と
全
く
同
じ
格
好

で
こ
こ
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
▼
そ

れ
で
も
、
気
を
入
れ
直
し
て
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

に
乗
っ
て
、
妙
見
岳
に
着
く
と
、
そ
こ
は
ま

さ
に
白
銀
の
世
界
。
霧
氷
も
き
れ
い
だ
し
、

あ
と
は
、
も
う
少
し
晴
れ
て
た
ら
最
高
な
ん

だ
け
ど
…
。「
せ
っ
か
く
こ
こ
ま
で
来
た
ん

だ
し
晴
れ
る
ま
で
粘
っ
て
み
よ
う
。
太
陽
よ

顔
出
し
て
く
れ
」
と
い
う
私
の
願
い
は
、
氷

点
下
の
気
温
の
中
降
り
積
も
る
雪
の
中
に
、

か
き
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
▼
み
な
さ

ん
冬
の
山
に
登
ら
れ
る
と
き
は
温
か

く
し
て
出
か
け
ら
れ
る
こ
と
を
心
か

ら
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
「
そ
の
言
葉
早
く
聞
き
た
か
っ
た
…
」
�武

さ
ん
が
雲
仙
へ
取
材
に
行
っ
た
次
の
日
、
ま

た
し
て
も
２
人
で
霧
氷
を
撮
り
に
出
か
け
ま

し
た
。
と
い
う
の
も
、
�武
さ
ん
の「
昨
日
撮
っ

た
の
じ
ゃ
ダ
メ
だ
、
今
日
ま
た
行
く
ぞ
！
」

と
い
う
朝
の
突
発
的
な
一
言
に
私
も
便
乗
し

た
た
め
▼
（
さ
、
寒
い
…
）
そ
れ
も
そ
の
は

ず
。
計
画
的
な
取
材
で
は
な
い
た
め
、
私
の

格
好
は
ス
カ
ー
ト
に
ペ
ッ
タ
ン
コ
の
靴
。「
ね
、

と
ん
で
も
な
く
寒
い
で
し
ょ
？
」
と
微
笑
む

武
さ
ん
も
ま
た
、
昨
日
と
全
く
一
緒
の
格
好

…
。（
早
く
言
っ
て
よ
〜
、
完
全
防
備
で
来

た
の
に
ぃ
）
と
心
の
声
も
む
な
し
く
、
凍
て

つ
く
寒
さ
が
私
の
体
を
震
わ
せ
ま
し
た
▼
実

は
、
霧
氷
を
見
る
の
が
初
め
て
の
私
。
あ
ま

り
の
美
し
さ
に
、
寒
さ
も
忘
れ
、「
ム
ッ
ヒ
ョ

オ
ー
」
と
絶
叫
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
景
色
が
市
内
で

見
ら
れ
る
な
ん
て
、
幸
せ
で
す
よ
ね
▼
霧
氷

つ

の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
（
取
り
憑
か
れ

た
？
）
薄
着
の
広
報
担
当
２
人
。
自
販
機
の

ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
が
や
け
に
お
い
し

く
感
じ
ら
れ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

雲仙市

広
報

〒
８５９‐１１０７

長
崎
県
雲
仙
市
吾
妻
町
牛
口
名
７１４

�
０９５７‐３８‐３１１１

FA
X０９５７‐３８‐２７５５

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
http://w

w
w
.city.unzen.nagasaki.jp/

Ｅ
メ
ー
ル

info-unzen@
city.unzen.nagasaki.jp

こ
の
広
報
「
う
ん
ぜ
ん
」
は
、
古
紙
配
合
率
１００
％
の
再
生
紙
と
、

揮
発
性
有
機
化
合
物
を
一
切
含
ま
な
い
ノ
ン
Ｖ
Ｏ
Ｃ
植
物
性
イ

ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
印
刷
は
IS
O１４００１

認
証
取
得
工
場
で
行
っ
て
い
ま
す
。
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